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ほどに、悟性と自由に戯れる





































































































































































































































4 4 4 4
無力さを嘆く律儀な個
人が、それでもこの世界を肯定的に捉えるために
合目的的であるとはいえよう。しかし、悟性に抗
する下働きを試行し続けるタフな想像力が、人類
の心の諸能力や社交を拡大し、「人間らしい」感
情の相互伝達によって非社交的社交性を克服する
といった、ハッピーエンドに通じているとは限る
まい。 
 　「啓蒙」を語る者が構想する楽観的ビジョンと
異なる構想は、ロマン主義やモダニズムの文芸に
よって、さまざまなかたちで描かれてきた。たと
えば、三島由紀夫の『近代能楽集』所収の「卒塔
婆小町」はどうだろう。生命よりもたいせつな何
かがあり、それとのかかわり方を表現する一瞬の
ほうが死よりも重いという考えに共感して「前へ
進む」ことに生命感情を禁じ得ない人物と、それ
を「つまらない」と切り捨てることに生命感情を
覚える人物。どちらの美的判定も、それぞれタフ
に起動する想像力の持続的な働きに裏打ちされて
おり、確信に満ちているようにみえる。したがっ
て、各々が、悟性とのまだ見ぬ理想的な調和を求
めて、自らの蒙を啓くために、社交を拡大し続け
るようには見えない。 
 　では、著者がカントとともに説くように、人間
は、個人としては、怪しげな生命感情もどきに囚
われる頑迷さを脱しえないとしても、人類全体と
しては、理想的な生命感情を求めて、「目的の国」
の住人に近づきつつあるのだろうか。あるいは、
少なくともその可能性を宿しているのだろうか。
多様な美醜への好みを共にする趣味仲間との間柄
に閉塞し、自分の趣味と相容れないものに対して
は、蔑んだり、反目したりすることを助長する想
像力の働きや非社交的社交性は、人類全体として
は、徐々に克服されつつあるだろうか。互いに「反
知性主義者」とののしり合うばかりの、細分化し
た共同体は、「人間らしい」共感の拡大によって、
漸進的に克服されつつあるのだろうか。 
 　著者は、「想像力の哲学」という豊穣なテーマ
を副題に冠する本書を、次の三つの文で締めてい
る。一つ目の文はこうである。「想像力はそれ自
体として心的能力でありながら、認識能力、欲求
能力、感情といった多面的な人間の心的能力のシ
ステムをまたにかけ、それらを媒介する力を持っ
ている」。たしかに、私たちの心は、渾沌として
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まとまりのない「知覚の束」の集積を矛盾したま
まに携え続けることができない。想像力は、認識、
欲求、感情それぞれの微細なギャップや矛盾を探
して、相互に関係づけ、まとまりのあるストーリー
を虚構し、認識、欲求、感情をつないでくれる。 
 　二つ目の文はこうである。「そして、このシス
テムを潜在させるそれぞれの個人を社会的共同に
媒介し、さらに普遍的な共同体の理念へ方向づけ
てゆく」。この文の主語は、一つ目の文と同じく、
「想像力」であろう。しかし、そうであるとすると、
この人類史的仮説は、はたして蓋然的だろうか。
一つ目の文にコメントしたように、想像力は、ま
とまりのあるストーリーを形成してくれる。その
正当性を証拠立てる材料を、ときにでっちあげさ
えもして、まとまりのある世界像を、無自覚のう
ちに形成してくれる。それは、常套句や一般論と
いう服を身にまとうとき、無害な外観を示すが、
その服をはがすと、多様な、それでいて確信に満
ちたストーリーを用意する。それでもなお、この
二つ目の文が蓋然的な仮説であるとすると、この
文の主語は、一つ目の「想像力」とは異質な何か
ではないだろうか。それは、たとえば、「言語」
や「習慣」や「制度」とタッグを組んだ想像力か
もしれない。あるいは、「悟性」や「理性」の統
制に限界づけられた想像力かもしれない。少なく
とも、一つ目の文と、二つ目の文の主語として想
定される「想像力」の異同は、より慎重かつ正確
な表現を求めて、探求されるべきだろう。 
 　そして、最後の文は、こう締められている。「幾
重にも媒介する想像力の運動こそ啓蒙の起点であ
り、啓蒙の推進力である」。この文を解するには、
今紹介した三つの文の直前の二文と重ねるとよい
かもしれない。それは、次のような文である。「カ
ントの批判哲学は、ひとたびは分け隔てられたも
のを再び媒介し、統合することをめざす。この要
請に応えるのが想像力である」。つまり、著者は、
想像力の運動を、媒介による統合と見定めている。
しかし、想像力の野性味あふれる下働きは、はた
して統合に向かうものといえるのだろうか。それ
は、安易な統合や、愚かな分断でなく、人類史的
には「啓蒙の推進力」たりうると、ほんとうに言
いきれるのだろうか。『判断力批判』に野性味あ
ふれる想像力の姿を感じる評者の想像力は、この
ような疑問を禁じ得ない。 
 　しかし、本書が、そのタイトルに冠した「未成
熟な人間」や「想像力の哲学」の何たるかに関心
のある人をひきつけてやまない、刺激に満ちた考
察に満ちていることは、疑いえない。カントに関
心のある人もない人も、ぜひ一読されたい。 
